
月号

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
は
、

７
月
10
日
、
投
開
票
を
迎
え
、
私

鉄
総
連
準
組
織
内
候
補
「
つ
じ
も

と
清
美
」
氏
は
、
全
国
比
例
区
で

４
２
８
︐
８
５
９
票
を
獲
得
し
、

立
憲
民
主
党
の
１
位
で
当
選
を
果

た
し
た
。
今
後
、
私
鉄
総
連
組
織

内
議
員
「
森
屋
隆
」
氏
と
と
も

に
、
私
鉄
の
政
策
・
制
度
要
求
の

実
現
に
向
け
て
活
躍
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
福
岡
県
選

挙
区
で
は
、
西
鉄
労
組
組
織
外
推

薦
候
補
「
古
賀
ゆ
き
ひ
と
」
氏
が

4
3
8
︐
8
7
6
票
を
獲
得
し
、

２
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。

※
選
挙
結
果
を
受
け
て
、「
つ
じ

も
と
清
美
」
氏
は
、「
私
鉄
で

働
く
仲
間
の
皆
様
へ
」と
し
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド

か
ら
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

国
物
の
総
労
働

時
間
短
縮
に

向
け
て
労
使
協
議

兼
業
対
策
部
は
、７
月
26
日
、
神

奈
川
県
川
崎
市
で
、「
第
２
回
国
際

物
流
事
業
本
部
に
お
け
る
労
働
時

間
短
縮
に
向
け
た
労
使
協
議
会
」

を
実
施
し
た
。
前
回
の
労
使
協
議

に
続
い
て
、
時
間
外
労
働
の
実
態

把
握
と
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

や
、
有
給
休
暇
の
取
得
率
向
上
に

向
け
た
検
討
、
離
職
防
止
に
向
け

た
検
討
な
ど
を
労
使
で
お
こ
な
い
、

課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
解

決
に
向
け
て
引
き
続
き
協
議
を
重

ね
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

【
組
合
側
参
加
者
】

本
間
副
委
員
長
、渡
辺
組
織
部
長
、

北
島
兼
業
対
策
部
長
、
佐
伯
分
会

長
（
東
日
本
）、山
下
分
会
長
（
東

京
）、
宗
分
会
長
（
中
央
）、
橋
本

分
会
長（
名
阪
）、久
保
分
会
長（
西

日
本
）

《
地
連
役
員
候
補
選
挙
結
果
》

古
賀
孝
治
氏（
早
良
）

 

−
無
投
票
当
選

− 

７
月
14
日
、
組
合
本
部
で
、

地
連
役
員
候
補
選
挙
の
受
付
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
古
賀
孝
治

氏
（
早
良
）
か
ら
立
候
補
の
届

出
が
あ
り
、
他
に
立
候
補
の
届

出
が
な
か
っ
た
た
め
、
選
挙
規

程
第
34
条
に
基
づ
き
、
無
投
票

当
選
が
確
定
し
た
。

�

【
本
部
選
挙
管
理
委
員
会
】

※
詳
細
は
、「
候
補
者
氏
名
公
示
」

参
照
。
選
挙
に
関
す
る
情
報

は
、今
後
も
、分
会
掲
示
板・

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労

組
掲
示
板
に
掲
載
す
る
。

古賀孝治 氏（早良）

　
７
月
20
日
、
組
合
本
部
で
、
第

10
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
中

央
委
員
・
特
別
中
央
委
員
ほ
か
約

60
名
が
出
席
し
た
。
冒
頭
、
古
賀

執
行
委
員
長
は
、
第
26
回
参
議
院

議
員
選
挙
の
取
り
組
み
に
対
す

る
組
合
員
の
尽
力
に
謝
意
を
示

し
、「
職
場
か
ら
の
声
を
国
会
に

届
け
、
政
策
議
論
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。
議
事
で
は
、

２
０
２
３
年
４
月
施
行
予
定
の
福

岡
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
準

組
織
内
議
員
で
あ
る「
佐
々
木
徹
」

氏
の
擁
立
を
決
定
す
る
な
ど
、
す

べ
て
の
議
案
を
満
場
一
致
で
決
定

し
た
。
ま
た
、説
明
事
項
と
し
て
、

「
西
鉄
労
組
２
０
２
２
年
度
運
動

方
針（
案
）・
予
算（
案
）」を
示
し
、

翌
21
日
よ
り
、
職
場
オ
ル
グ
を
開

始
し
た
。
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て

２
０
２
２
年
度
の
運
動
を
展
開
し

て
い
く
た
め
に
も
、
感
染
症
対
策

を
徹
底
し
た
う
え
で
積
極
的
な
オ

ル
グ
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は
「
か
べ
新

聞
第
10
号
」
参
照
（
分
会
掲
示

板
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄

労
組
掲
示
板
に
掲
載
）

お
こ
と
わ
り
と
お
願
い

�

公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
た

め
、
今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙

に
お
け
る
様
々
な
ご
支
援
や
ご

協
力
に
対
し
て
、
紙
面
を
通
し

て
御
礼
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
組
合
員
の
皆
様
・
ご
家
族

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
も
、
西
鉄
労
組
の
政
治
活

動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

【
政
治
部
】

青
年
女
性
協
議
会
は
、6
月
28
日
、

組
合
本
部
で
、
男
女
平
等
参
画
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
各
部
門
か
ら

50
名
が
参
加
し
た
。
第
１
講
座
で

は
、
私
鉄
総
連
組
織
内
議
員
で
あ

る
「
森
屋
隆
」
参
議
院
議
員
か
ら

活
動
報
告
が
あ
り
、
森
屋
議
員
が

今
後
進
め
た
い
政
策
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

続
く
第
２
講
座
で
は
、「
安
心
し

て
働
け
る
職
場
へ
」
と
題
し
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
学
習
会
と

分
散
会
を
お
こ
な
っ
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
森
屋
議
員
が
私
鉄
の

声
を
国
会
に
届
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
。
選
挙

に
参
加
し
、
興
味
を
持
つ
こ
と
が

大
事
だ
と
感
じ
た
」「
久
し
ぶ
り

の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
、
他
の
職
場

の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ

た
。

�

【
青
年
女
性
協
議
会
事
務
局
】討議風景

男
女
平
等
参
画
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

「森屋隆」議員の
活動、その重要性
を再認識

（博多分会）
盛滿 朋博

「
森
屋
隆
」
参
議
院
議
員
の
話

を
聴
い
て
、
私
た
ち
私
鉄
組
合
員

の
声
を
政
治
に
届
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
活
動
が
、
と
て
も
重
要
な

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。国
会
で
、

私
た
ち
の
職
や
生
活
を
守
る
活
動

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
、
応
援
の
気
持
ち
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
討

議
で
は
、
職
種
が
異
な
る
方
々
と

意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
様
々

な
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

新
鮮
で
し
た
。
職
場
に
持
ち
帰
っ

て
、
他
の
青
年
女
性
組
合
員
に
も

共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
、
憲
法
に
男

女
平
等
が
う
た
わ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
策
・
意
思
決
定

へ
の
女
性
の
参
画
率
の
低
さ
、
男

女
間
の
賃
金
格
差
、
育
児
・
家
事

に
参
加
す
る
男
性
割
合
の
低
さ
な

ど
、
多
く
の
問
題
が
あ
る
と
の
説

明
を
聞
い
て
、
女
性
だ
け
で
な
く

男
性
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
講
座
で
は
、
自

分
の
主
張
を
第
一
優
先
に
せ
ず
、

相
手
の
意
見
も
聞
い
た
う
え
で
判

断
す
る
と
い
う
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
場
の

方
々
と
共
有
し
、
少
し
で
も
男
女

が
互
い
に
人
権
を
尊
重
で
き
る
環

境
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま

す
。 男女格差、

ハラスメントなど、
多くを学ぶ

（筑紫乗務分会）
吉田 翔

当選直後の「つじもと清美」氏

会議風景

2022年度運動方針（案）
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第26回
参議院議員選挙

「
佐
々
木
徹
」
福
岡
県
議
擁
立
決
定

「
佐
々
木
徹
」
福
岡
県
議
擁
立
決
定

運
動
方
針（
案
）オ
ル
グ
始
ま
る

運
動
方
針（
案
）オ
ル
グ
始
ま
る

第
10
回
中
央
委
員
会
■
開
催
日
：
７
月
20
日（
水
）

■
場　
所
：
組
合
本
部

青
女
協 「
男
女
平
等
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」■
開
催
日
：
６
月
28
日（
火
）

■
場　
所
：
組
合
本
部

【第26回参議院議員選挙　推薦候補者結果】
選挙区 候補者氏名 所属政党 歴 得票数 定数 順位 当落

比例区 つじもと清美 立憲民主党 新人 428,859 7/20 1 当選

福岡県選挙区 古賀ゆきひと 立憲民主党 現１ 438,876 3/16 2 当選

組合本部 ８月スケジュール
◆ ９日（火）…事務局会議
◆10日（水）…医療共済幹事会
◆18日（木）…執行委員会
◆23日（火）…医療共済幹事会
◆24日（水）…中央委員会
◆25日（木）・26日（金）…会計監査
※急遽変更となる場合があります。

福岡県議会議員選挙 準組織内候補予定者
　　　　　　  （2023年4月施行予定）

【選 挙 区】福岡市東区
【所属政党】立憲民主党（現５期）
【生年月日】1958年1月28日（64歳）

佐々木 徹ささきとおる

◎私たちの職場や生活を守るために、議会に◎私たちの職場や生活を守るために、議会に
私たちの声を届けてくださる議員です！私たちの声を届けてくださる議員です！

祝祝
当選当選!「つじもと清美つじもと清美」

準組織内候補

組
合
員
の
想
い
を
背
に
国
会
へ
舞
い
戻
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
習

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
習

「「
森
屋
隆

森
屋
隆
」」参
議
院
議
員

参
議
院
議
員
も
駆
け
つ
け
る

も
駆
け
つ
け
る

「つじもと清美」準組織内候補、当選 !

「佐々木徹」福岡県議、擁立決定（第10中）

古賀孝治氏（早良）当選、地連役員選挙 分会トピックス（柳乗・宇美・壱岐・片江）

１面

１面

１面 私鉄総連「第89回定期大会」２面

ハラスメントについて学習、青女協１面

２面



分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

柳
川
乗
務
分
会
は
、
連
合
福
岡
の

取
り
組
み
で
、
毎
年
８
月
に
開
催
さ

れ
る
「
平
和
行
動
長
崎
集
会
」
の
参

加
に
と
も
な
っ
て
、
千
羽
鶴
の
作
成

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
昨
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
組
合
員
で
協
力
し
て
一
つ
一
つ

丁
寧
に
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
千
羽

鶴
は
、
長
崎
も
し
く
は
広
島
の
記
念

式
典
、
ま
た
は
記
念
公
園
な
ど
に
献

納
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
こ
う

い
っ
た
行
事
を
通
し
て
、
日
本
だ
け

で
は
な
く
世
界
の
平
和
を
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。
未
だ
に
猛
威
を
振
る
う

感
染
症
の
影
響
で
活
動
が
制
限
さ
れ

る
中
、
出
来
る
こ
と
を
模
索
し
、
真

摯
に
組
合
活
動
に
取
り
組
む
柳
川
乗

務
分
会
で
す
。

�

【
教
宣
部
長　
加
藤�

潤
】

宇
美
分
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
組

合
員
さ
ん
と
の
交
流
が
限
ら
れ
て
い

る
中
、
様
々
な
組
合
活
動
を
す
る
に

あ
た
っ
て
、
分
会
関
係
の
提
出
物
な

ど
を
役
員
と
直
接
接
触
し
な
く
て
も

提
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
ポ

ス
ト
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
組
合
員
み
ん
な
の
た
め
に
な

る
分
会
活
動
を
、
分
会
役
員
が
一
致

団
結
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
柳
井
久
尚
】

壱
岐
分
会
で
は
、
事
務
所
や
乗
務

員
控
室
、
お
客
様
出
入
口
な
ど
数
カ

所
に
「
足
踏
み
式
消
毒
ス
タ
ン
ド
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
の
装
置
は
、

乗
務
員
歴
36
年
９
ヵ
月
、
そ
の
後
マ

ス
タ
ー
を
経
て
現
在
指
導
員
な
ど
で

活
躍
中
の
若
松
隆
之
さ
ん
の
手
作
り

で
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
コ
ロ
ナ
に

負
け
て
欲
し
く
な
い
と
い
う
切
実
な

思
い
と
、
ま
た
お
客
様
に
も
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
の

思
い
で
製
作
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ス
タ
ン
ド
に
飾
ら
れ
た
人
形
た

ち
は
、
少
し
で
も
癒
や
し
に
な
れ
ば

と
の
こ
と
で
す
。
壱
岐
分
会
は
、
こ

れ
か
ら
も
皆
で
協
力
し
、
コ
ロ
ナ
に

も
負
け
ず
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
堺�

博
史
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
７
波
が
急
拡
大
し
、
新
規
陽
性
者

数
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
中
、
片

江
営
業
所
で
は
、
独
自
の
感
染
予
防

対
策
と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
の

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
使
い
捨
て
の
ス
ト

ロ
ー
に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
乗

務
員
控
室
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

を
常
備
し
、
う
が
い
薬
機
の
利
用
を

呼
び
掛
け
る
な
ど
、
感
染
予
防
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

J
R
九
州
や
沖
縄
の
バ
ス
会
社
で

は
、
感
染
拡
大
で
運
行
に
必
要
な
乗

務
員
が
確
保
で
き
ず
、
減
便
や
運
休

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
、
片

江
分
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
し
っ

か
り
と
感
染
予
防
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
本
田�

啓
】

平
和
を
願
う
千
羽
鶴

平
和
を
願
う
千
羽
鶴

柳
川
乗
務
分
会

感
染
対
策
、「
提
出
物
用

感
染
対
策
、「
提
出
物
用

ポ
ス
ト
」を
設
置

ポ
ス
ト
」を
設
置
宇
美
分
会

「
足
踏
み
式
消
毒
ス
タ
ン
ド
」

「
足
踏
み
式
消
毒
ス
タ
ン
ド
」

を
設
置

を
設
置

壱
岐
分
会

独
自
の
感
染
予
防
対
策

独
自
の
感
染
予
防
対
策

を
実
施

を
実
施  

片
江
分
会

　
私
鉄
総
連
は
、
７
月
13
日
・
14

日
、
長
野
市
で
「
第
89
回
定
期
大

会
」
を
開
催
し
、
全
国
各
地
か
ら

7
0
0
名
を
超
え
る
私
鉄
組
合
員

が
結
集
。
西
鉄
労
組
か
ら
は
、
古

賀
委
員
長
を
は
じ
め
、
８
名
が
出

席
し
た
。

初
日
は
、
10
日
の
参
議
院
議
員

選
挙
で
当
選
を
果
た
し
た
準
組
織

内
「
つ
じ
も
と
清
美
」
氏
が
駆
け

付
け
、
出
席
者
全
員
で
当
選
の
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
た
。翌
14
日
は
、

２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
（
案
）

の
質
疑
が
お
こ
な
わ
れ
、
代
議
員

と
総
連
執
行
部
と
の
間
で
白
熱
し

た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
後
、
満
場

一
致
で
方
針
を
決
定
し
た
。
議
論

の
中
で
は
、
西
鉄
労
組
か
ら
鞭
馬

代
議
員（
自
動
車
対
策
執
行
委
員
）

と
福
田
代
議
員
（
電
気
）
が
質
問

に
立
ち
、総
連
の
見
解
を
質
し
た
。

【
出
席
者
】

古
賀
委
員
長
、
本
間
副
委
員
長
、

渡
辺
組
織
部
長
、
鞭
馬
自
動
車
対

策
執
行
委
員
、
池
田
分
会
長
（
那

珂
川
）、
福
田
分
会
長
（
電
気
）、

堀
江
分
会
長
（
本
社
事
業
）、
増

田
女
性
委
員
（
宇
美
）

定期大会の風景

【
２
０
２
２
年
度
運
動
方
針
】

 

質
疑
応
答（
概
要
）

DD  

交
通
政
策
取
り
組
み
と

交
通
政
策
取
り
組
み
と

 

業
種
別
対
策
の
課
題

業
種
別
対
策
の
課
題

鞭
馬
代
議
員
（
西
鉄
）

鞭
馬
代
議
員
（
西
鉄
）

自
動
化
、
無
人
化
が
加
速
す
る

一
方
、
緊
急
時
や
事
故
発
生
時
の

対
応
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
バ
ス
運
転
者
の
高
齢
化
は
進

み
、
健
康
に
起
因
す
る
事
故
リ
ス

ク
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
路
線
バ

ス
に
対
す
る
安
全
装
置
な
ど
、
安

全
に
対
す
る
取
り
組
み
、
考
え
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
連
執
行
部

総
連
執
行
部

自
動
化
・
無
人
化
導
入
の
話
が

あ
る
場
合
は
、
労
使
で
も
事
前
協

議
制
の
も
と
で
対
応
を
は
か
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
私
鉄
総
連
と
し

て
も
情
報
共
有
な
ど
に
努
め
て
い

く
。
路
線
バ
ス
に
対
す
る
先
進
安

全
技
術
は
、
車
両
価
格
な
ど
も
高

騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
の

拡
充
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

福
田
代
議
員
（
西
鉄
）

福
田
代
議
員
（
西
鉄
）

鉄
軌
道
関
係
に
つ
い
て
、安
心
・

安
全
な
鉄
道
の
概
念
を
根
底
か
ら

覆
す
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。
防

犯
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
早
急
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
対

策
を
聞
き
た
い
。

総
連
執
行
部

総
連
執
行
部

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
公
共
交
通
に
関
わ
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
も
求
め
て
き
た
。
一
度

犯
罪
が
起
こ
る
と
利
用
者
に
恐
怖

を
与
え
、
築
き
上
げ
て
き
た
信
頼

が
崩
れ
て
し
ま
う
。
引
き
続
き
支

援
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
啓

発
活
動
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

総
連
大
会
に
参
加
し
て

第
26
回
参
議
院
選
挙
で
見
事
、
当

選
し
た
「
つ
じ
も
と
清
美
」
さ
ん
が
、

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
私
鉄
の
仲

間
た
ち
へ
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
選

挙
の
厳
し
さ
、
こ
れ
か
ら
期
待
に
応

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
持

ち
、
様
々
な
話
を
聞
き
、
感
動
さ
え

覚
え
る
挨
拶
で
し
た
。
ま
た
、
３
年

後
に
控
え
る
参
議
院
選
挙
で
は
、
組

織
内
議
員
「
森
屋
隆
」
さ
ん
の
選
挙

と
な
り
ま
す
。
比
例
で
の
当
選
の
難

し
さ
を
知
り
、
前
回
以
上
に
頑
張
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

総
連
の
定
期
大
会
は
、
初
め
て
の
体

験
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
多
く
の
意
見
、
訴
え
が
あ
り
、

皆
さ
ん
気
持
ち
を
込
め
て
発
言
し
て

い
る
こ
と
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
、
今
後
の
組

合
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

質疑応答で、
多くの声を
聞き、勉強に

（電気分会）
福田 顕教

代
議
員
と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
再
拡
大
に
よ
り
感
染
防
止
対

策
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
の
開
催
で

し
た
。
来
賓
に
は
第
26
回
参
議
院
議

員
選
挙
に
て
当
選
し
た
準
組
織
内
候

補
「
つ
じ
も
と
清
美
」
国
会
議
員
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
全
国
各
地
で
苦
し

ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
た
め
に
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
国
政
へ
思
い
を
届
け
て
い

く
と
い
う
力
強
い
言
葉
が
聞
け
ま
し

た
。
運
動
方
針（
案
）の
質
疑
応
答
で

は
、
各
労
組
が
抱
え
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
多
く
の
声
が
上
が
り
、
討
論

を
聞
け
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
の
活
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

皆で、同じ方向
を向いて取り
組みを進める

（本社事業分会）
堀江 真広

初
め
て
総
連
大
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
日
間
の
大
会

の
中
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
私

鉄
の
仲
間
た
ち
か
ら
様
々
な
声
が
あ

が
り
、
と
く
に
運
動
方
針
（
案
）
に

関
し
熱
量
の
あ
る
活
発
な
議
論
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
人
口
減
少
や
人

手
不
足
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
な
ど
か
ら
、
兼
業
部
門

も
含
め
全
国
の
交
通
事
業
者
は
困
難

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

全
国
の
私
鉄
の
仲
間
た
ち
で
同
じ
方

向
を
向
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
、
組
合
員
の
生
活
の
み
な

ら
ず
公
共
交
通
や
地
域
の
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
だ

と
感
じ
た
大
会
で
し
た
。

当選した
「つじもと清美」氏
の挨拶に感動

（那珂川分会）
池田 幸一
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ま
ず
、
は
じ
め
に
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。
こ
の
選
挙
、
皆

様
な
し
で
は
、
立
っ
て
い
る
こ
と
も

で
き
な
い
ぐ
ら
い
厳
し
い
選
挙
だ
っ

た
。し
か
し
、皆
様
に
共
に
た
た
か
っ

て
い
た
だ
き
、
4
2
8
︐
8
5
9
票

を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
公
共
交
通

を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
た
め
の
、

皆
様
の
票
で
あ
る
。
新
た
に
、
日
本

に
住
む
全
て
の
人
た
ち
の
生
活
や
経

済
や
社
会
を
支
え
る
た
め
に
、
誇
り

を
持
っ
て
皆
様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。
待
っ
た
な
し
の
政
治
課

題
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
私
は
、
即
戦

力
と
し
て
、
す
ぐ
に
仕
事
を
開
始
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
、
こ
の
５
ヵ
月
、
現
場
か
ら

多
く
の
皆
様
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
。
生
の
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
、

こ
れ
ほ
ど
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
た
。
私
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
気

持
ち
で
、
本
当
の
意
味
で
私
鉄
の
皆

様
の
仲
間
に
し
て
い
た
だ
け
た
、
た

た
か
い
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
今
日
か
ら
、
も
う
一
つ
の

ス
タ
ー
ト
が
あ
る
。
３
年
後
の
、
森

屋
組
織
内
議
員
の
勝
利
を
し
っ
か
り

と
勝
ち
取
る
た
め
に
、
私
も
皆
様
と

と
も
に
、
こ
の
御
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
今
日
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー

ト
を
し
て
い
き
た
い
。

�

※
私
鉄
新
聞
７
月
25
日
号
よ
り
抜
粋

準
組
織
内 「
つ
じ
も
と
清
美
」 氏

挨
拶（
要
旨
）

多
く
の
課
題
に

即
戦
力
と
し
て
尽
力

３
年
が
か
か
っ
た
が
、
岸
田
総
理

か
ら
公
共
交
通
が
果
た
す
ク
ロ
ス
セ

ク
タ
ー
効
果
に
つ
い
て
、
松
野
官
房

長
官
か
ら
交
通
運
輸
労
働
者
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
、
言
質
を
取
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
今

後
の
３
年
間
で
、
全
国
の
仲
間
の
み

な
さ
ん
と
い
よ
い
よ
実
を
取
り
に
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

私
た
ち
の
最
大
の
課
題
は
、
全
産

業
と
比
較
を
し
て
２
割
長
い
労
働
、

そ
し
て
２
割
低
い
賃
金
、
さ
ら
に
は

こ
の
ま
ま
い
け
ば
２
割
の
利
用
客
が

戻
っ
て
こ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
私
た
ち
最
大
の
課
題
で
あ
る

「
２
割
の
壁
」
を
打
ち
破
る
と
い
う

こ
と
を
掲
げ
て
、
全
国
の
み
な
さ
ん

と
ワ
ン
ボ
イ
ス
で
発
信
し
、
３
年
か

け
、
い
よ
い
よ
実
を
取
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

今
、
私
た
ち
の
産
業
は
、
本
当
に

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
辻

元
さ
ん
と
と
も
に
実
を
と
っ
て
い

く
、
こ
の
こ
と
を
私
は
誓
い
た
い
。

公
共
交
通
が
持
続
可
能
な
社
会
共

通
資
本
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
、
そ
し
て
交
通
運
輸
産
業

で
働
く
者
の
処
遇
改
善
が
い
ち
早
く

は
か
れ
る
よ
う
、
辻
元
さ
ん
と
両
輪

で
頑
張
っ
て
い
く
。

組
織
内
「
森
屋
隆
」

参
議
院
議
員

挨
拶（
要
旨
）

「
２
割
の
壁
」を
打
ち
破
る


